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１
月
１
日
に
襲
っ
た
能
登

半
島
地
震
か
ら
既
に
半
年
近
く
が
経

過
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
懸
命
な
復
旧

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
被
災
者

の
方
々
は
、
不
自
由
を
強
い
ら
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。 

災
害
は
、
い
つ
ど
の
場
所
で
起
こ
る
か

誰
も
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
私
達
は
、
も

し
か
の
時
に
備
え
防
災
対
策
を
学
び
、

出
来
る
限
り
の
準
備
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

昨
年
に
引
き
続
き
３
月
３１

日
（
日
）

鳥
居
公
園
に
て
１１

時
か
ら
１３

時
ま

で
、
自
主
防
災
会
に
よ
る
防
災
お
花
見

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
桜
の

開
花
が
遅
く
、
残
念
な
が
ら
満
開
で
の

お
花
見
会
と
は
、
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
幸
い
に
も
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、

１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ共同受信について 

トラブル等の窓口 0120-950-144 

(24時間無休) 

各種契約等の窓口 0120-333-990 

9時～21時（日祝 17 時まで） 

 

 

 

ま
ず
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
「
災
害
時
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
防
災
準
備

の
確
認
。
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
で
皆

さ
ん
の
関
心
度
は
ア
ッ
プ
。
そ
の
後
は
防
災

対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使
い
、参
加
者
が
我

が
家
の
現
状
を
分
析
。 

そ
の
結
果
を
基
に
グ
ル
ー
プ
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

 
 
 

各
グ
ル
ー
プ
に
は
、
防
災
委
員
の
皆
さ
ん

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
議
論

を
リ
ー
ド
。
活
発
で
か
つ
質
の
高
い
話
し
合

い
で
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の

高
揚
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

自
主
防
災
会
で
は
、
今
後
、
他
の
支
部
で

も
勉
強
会
を
展
開
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て

い
ま
す
。
防
災
を
見
直
す
貴
重
な
機
会
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。 

是
非
、こ
の
機
会
に
我
々
一
人
ひ
と
り
が
、

防
災
意
識
を
高
め
、
各
家
庭
に
配
ら
れ
て
い

る
「
災
害
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
を
参
考
に

我
が
家
の
防
災
準
備
状
況
を
見
直
し
て
み

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？ 

 

自治会費納入のご確認を ‼ 

次回の自治会費の銀行自動引落は 

令和 6 年 7月 31 日(水)です。 

引落前日までに、南都銀行で引落の手続き

や口座残高などの確認をお願いします。 

 
 
 

受
付
け
は
１０

時
３０

分
か
ら
始
ま
り
各

参
加
者
は
、
支
部
毎
に
決
め
ら
れ
た
色
の
粘

着
テ
ー
プ
を
受
け
取
り
記
名
し
腕
に
張
り

付
け
ま
す
。
そ
の
上
で
、
支
部
別
の
場
所
に

着
席
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
会
話
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
支
部
別
に
決
め
ら
れ

た
テ
ー
プ
の
色
は
左
記
の
通
り
で
す
。
こ
の

色
分
け
は
、今
後
の
防
災
活
動
時
に
も
使
わ

れ
る
予
定
で
す
。 

■
太
子
１ 

白
色 

■
太
子
３ 

赤
色 

■
明
神
１ 

青
色 

■
明
神
２ 
緑
色 

■
明
神
３ 

桃
色 

■
明
神
４ 
黄
色 

 

防
災
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
行
事
を
通
じ
て

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
、 

①
防
災
意
識
が
高
ま
り
、
防
災
対
策
に
関

す
る
知
識
を
学
ぶ
機
会
に
な
る
事
、 

②
少
し
で
も
住
民
同
士
の
親
睦
が
深
ま
り
、

災
害
時
に
は
お
互
い
が
協
力
し
あ
え
る
関

係
づ
く
り
に
役
立
つ
事
を
目
指
し
て
お
ら
れ

ま
す
。 

防
災
勉
強
会

３
月
１０

日
、
家
庭
に
お
け
る
防
災
の

備
え
を
見
直
す
と
言
う
テ
ー
マ
で
明
神
１

丁
目
防
災
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
９
時
３０

分
、
地
区
の
緊
急
避

難
先
で
あ
る
明
神
１
丁
目
公
園
に
集
合
、

勉
強
の
一
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。  

 

当
日
は
幸
い
に
も
快
晴
で
暖
か
く
、
開

会
の
会
長
挨
拶
の
後
、
皆
さ
ん
軽
や
か
な

足
取
り
で
、
先
ず
は
備
品
の
備
蓄
先
で
あ

る
王
寺
南
義
務
教
育
学
校
太
子
学
舎
へ
。

そ
の
後
、
研
修
会
場
で
あ
る
、
自
治
会
集

会
所
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
明

神
１
丁
目
防
災
研
修
会
の
始
ま
り
で
す
。 

 

住
民
の
防
災
意
識
も
高
く
、
明
神
１
丁

目
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
防
災
委
員
、
協

力
員
な
ど
総
勢
70

名
。
集
会
所
の
会
議

室
も
満
員
で
す
。 

「
家
庭
に
お
け
る
防
災
時
の
備
え
を
見

直
す
」
の
テ
ー
マ
で
、研
修
が
ス
タ
ー
ト
。 

 

 

当
日
は
、 

・非
常
用
各
器
具
の
説
明
展
示 

・小
型
消
火
器
の
疑
似
放
水           

・非
常
食
作
り
等
、 

色
々
な
災
害
時
に
役
立
つ
サ
バ
イ
バ
ル

術
を
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。   

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

防
災
意
識
の
向
上
と
共
に
、
住
民
同

士
の
交
流
の
場
と
し
て
も
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
防
災
会
の
関

係
者
の
皆
さ
ん
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

発行者 美しヶ丘 

自治会文化広報部 
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本
年
度
の
総
会
で
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

等
を
踏
ま
え
、
王
寺
町
に
対
し
て
次
の
よ
う
な

工
事
の
実
施
を
要
望
し
て
い
ま
す
。 

１ 

道
路
新
設
改
良
工
事 

（
道
路
の
新
設
、
既
設
道
路
幅
員
の
拡

幅
、
舗
装
の
新
設
等
）    

本
年
度
の
要
望
な
し 

２ 

道
路
維
持
修
繕
工
事 

   
  

（
既
設
舗
装
の
修
繕
、陥
没
に
よ
る 

補
修
、
道
路
排
水
処
理
の
改
善
等
） 

①
明
神
１
丁
目
地
内
道
路
舗
装
補
修 

②
明
神
２
丁
目
地
内
道
路
舗
装
補
修 

③
明
神
３
丁
目
地
内
道
路
舗
装
補
修 

④
明
神
４
丁
目
地
内
道
路
舗
装
補
修 

３ 

水
路
改
良
・維
持
修
繕
工
事 

（
水
路
改
良
・
水
路
蓋
。
肩
の
補
修
等
） 

①
明
神
１
丁
目
階
段
上
ポ
ー
ル
の
取
替
え 

 

②
各
児
童
公
園
階
段
部
分
の
手
摺
り
の
設
置 

③
太
子
３
丁
目
東
側
通
路
の
樹
木
の
剪
定 

④
太
子
３
丁
目
北
側
高
橋
邸
付
近
の
高
木

伐
採 

⑤
畠
田
公
園
内
の
防
犯
灯
の
設
置 

⑥
明
神
３
丁
目
松
本
歯
科
付
近
の
樹
木
の
剪

定 

⑦
鳥
居
公
園
と
集
会
所
の
間
の
フ
ェ
ン
ス
支 

柱
の
取
替
え 

⑧
畠
田
公
園
内
通
路
階
段
の
摺
り
の
設
置 

⑨
太
子
３
丁
目
児
童
公
園
北
側
の
樹
木
の
剪

定 

⑩
道
路
横
断
側
溝
の
土
砂
の
撤
去 

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

去
る
２
月
３
日
、
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ―

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

午
前
９
時
か
ら
、
幹
線
道
路

沿
い
の
清
掃
や
、
４
丁
目
バ
ス
ロ

ー
タ
リ
ー
花
壇
の
草
取
り
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
昨
夜
か
ら
雲
が

広
が
り
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
っ

た
が
、
少
し
土
が
湿
っ
て
お
り
、

草
取
り
に
は
か
え
っ
て
良
い
状
態

だ
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
和
気
あ
い
あ
い
の
様

子
で
、楽
し
そ
う
に
励
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。 

一
時
間
後
に
は
、
綺
麗
に
な
っ

て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

 

 

  

 

そ
し
て
、
提
供
さ
れ
た
飲
み
物
と
来
賓
、

役
員
の
美
声
の
相
乗
効
果
な
の
か
、
会
は
一

気
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。 

 

そ
の
後
は
、
民
謡
、
シ
ェ
ル
の
会
の
ウ
ク
レ
レ

演
奏
な
ど
が
続
き
、午
前
の
部
は
終
了
。 

 

昼
食
を
挟
ん
で
、
午
後
は
ク
ラ
ブ
活
動
ご
と

の
出
し
物
が
続
き
、最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

４
年
ぶ
り
の
開
催
で
８６

名
の
参
加
が
あ

り
、懇
親
の
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。 

  

達
磨
会
式 

４
月
１３

日
、
達
磨
寺
に
お
い
て
、
達
摩
会

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

達
磨
寺
は
６
１
３
年
の
片
岡
山
飢
人
伝

説
に
基
づ
い
て
鎌
倉
時
代
に
創
建
さ
れ
た
歴

史
あ
る
お
寺
で
す
が
、
達
磨
会
式
も
明
治

24

年
か
ら
続
く
伝
統
的
な
お
祭
り
で
す
。 

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
午
前
１０

時
か

ら
祭
り
は
開
始
。 

そ
の
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し

て
、
美
し
ヶ
丘
に
お
住
ま
い
の
山
本
様
が
担

当
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
話
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。 

 

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
内
、
今
年
の
目
玉
の

一
つ
は
、
わ
ん
わ
ん
稚
児
行
列
と
の
事
。
雪

丸
観
光
大
使
の
影
響
は
大
き
い
よ
う
で
す
。 

 

紋
付
き
袴
を
着
た
雪
丸
を
先
頭
に
、
綺

麗
な
衣
装
を
着
飾
っ
た
愛
犬
を
連
れ
、
愛

犬
家
の
皆
さ
ん
は
、
自
慢
げ
に
境
内
を
練

り
歩
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

午
後
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
物
の
稚

児
行
列
。
可
愛
い
園
児
た
ち
が
、
稚
児
衣
装

を
着
て
、
元
気
に
境
内
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。  

  
  

 

 

他
に
も
、本
堂
で
の
子
供 

座
禅
、
と
ん
と
ん
紙
相
撲
大 

会
、ま
た
沢
山
の
屋
台
な
ど 

も
出
て
、子
ど
も
だ
け
で
な 

く
、大
人
に
と
っ
て
も
楽
し
い 

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

    

４
年
振
り
の 

「
以
和
貴
会
」
総
会
開
催 

去
る
４
月
１４

日
、
第
３８

回
目
の
美
し

ヶ
丘
の
老
人
会
「
以
和
貴
会
」
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
４

年
ぶ
り
の
開
催
で
、
王
寺
町
平
井
町
長
、

清
水
奈
良
県
会
議
員
、
沖
王
寺
町
議
会

議
長
、
上
平
美
し
ヶ
丘
自
治
会
会
長
を
来

賓
と
し
て
お
招
き
し
、
盛
大
な
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 

 

中
谷
以
和
貴
会
会
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
来
賓
の
方
々
の
挨
拶
の
後
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
、
本
年
度
の
計
画
の
説
明
が
あ

り
、
す
べ
て
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

は
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
の
方
々
の
表

彰
も
あ
り
、
総
会
は
無
事
終
了
、
皆
さ
ん

方
お
待
ち
兼
ね
の
懇
親
会
の
始
ま
り
で

す
。 

 

ま
ず
は
、
全
員
に
よ
る
王
寺
町
町
歌
の

合
唱
。
次
に
、
来
賓
、
役
員
に
よ
る
カ
ラ
オ

ケ
で
会
は
始
ま
り
ま
す
。 

 
 

   

第
34
回
美
し
ヶ
丘
・ス
カ
イ
ヒ
ル
ズ 

 
 

夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。 

 

・日
時 

令
和
６
年
８
月
２４
日(

土) 

・場
所 

畠
田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

詳
細
は
、
後
日
回
覧
に
て
お
知 

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 


